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（カナ

まずは沖縄県国際交流。人材育成財団の人達に感謝を言いたいと思います。

んがいなければ沖縄での留学は不可能でした。この半年間の

たいと思いま

さ

し

。

に

た
しま

日

け

る

しやすいの

け

と

んだこと

で

゜

を）

間き取りと

を

を軽く

ら

日

のです。

私は留学生の三組にいました。琉球大学は留学生達をどれだけ日本語が出来るかによっ

て組に入れます。私は中級と判断されましたから三組に入れられました。日

を

も

が受ける授業で他

けます。

日本語IVのA,B,Cで学んだのは漢字の読みです。私が一番日

の組共同に受けます。つまり が付いている 同じ

のは漢字です。嫌でも授業では漢字を読まないといけませんから日

りました。文法や聞き取りは授業の範囲以上できてました。この三つ

けている

を読む能力が上が

ったの

けです。

日本語事情では日本の文化を学びました。私の両親は一世なので日本の事が詳しし

沖縄に来る前に長年日本の文化に耐えしての知識を沢山持っていました。しかし細かい

日を特別にすることや畳みで踏んではい

初めて知りました。この授業で学んだ

゜

けないところがあることは日

きなのは歴史です。 っと卑弥呼から明治を Tこつ し::i

ヽ
ょし I'-O の つ←(.<

もちろ

きました。行った所の

のアジアの国の文化が混ざっているのが分かりまし I'-O 

にしているように感じました。もちろんオリ

それでもすごいです。立て直すとは｝中縄の人達が強く自

つまり

と他

している



日 作家の作文を読みました。これが一番日 を使う授

と意味が分かるだけでは足りません。作文の内容も理解し

いけません。普通に八ページの作文とかを先生は出しました。先生はただ小

中の内容だけではなく、物語の舞台となっている日本の状況も説明してくれま

した。最後に私達は今はやっている「テンペスト」を読みました。この小説を読んでいる

時沖縄の歴史や離島文化を学べました。正直沖縄事情より沖縄の事を学びました。

け

これまでは学校で習った事を書いてました。これからは教室の外で学んだ事について

したいと思いま

私は沖縄に住んでいろんな事が分かりました。知識で知っていても実際経験しないと

:分からない事もあります。この半年間沖縄の人達と交流できました。来る前に知って

のは沖縄の人達は親切で明るい。確かにそんな感じでした。沖縄の人達、方言ではウチ

ンチュウーはお互いに対してとても優しいですc 例えば道端で迷っていてたら知らない

人に道を聞いたら教えてくれます。琉球大学の食堂で自分の荷物をテーブルに置いて列に

並んで帰ってきたら財布や携帯などの貴重品が全てあります。それには驚きまし I'-O 

その上沖縄は地方によって違うと分かりました。沖縄にいる間宮古島と

した。すぐに分かる違いは方言です。私は最初沖縄に来た時沖縄は全部同じだと )し

てました。宮古島と石垣島の方言は全然違います。石垣島にも離島があり、私は他の

と竹富島にも行きました。私は沖縄に来る前は沖縄は全て同じような場所だと思

い込んでいました。実際他の島に行ってどれだけ自分が無知だったのか思い知りまし，-0

一つ一つの島の個性は素晴らしかったです。

しかし沖縄にいて知ったのは良いことだけとは限りません。個人的に私が反対している

のは沖縄の人達日本の本土を「内地」と呼ぶ事です。自分はそれが差別的で社会的な壁を

作っていると思います。たしかに沖縄では昔から本土を「内地」と呼んでいますが、今の

世代がそれを続ける必要が無いと私は思います。沖縄の人が「内地」を使う時はまるで自

分達と本土の人達の区別をしている風に感じます。そんな事を続けたら沖縄と本土の関係

があまり良くならないと思います。そのよう

ま

私は色々と調べました。聞いた限り沖縄の

自分達は「ウチナンチュー」で他が「

に

そ

を何とかしないといけない、そう思い

も沖縄人同士集まるそうです。

る人も多いそうです。よく聞く

まり沖細みたい

し

し)

ら

に敦えてくらま

まっています。

よって )、それ きません。でも東京では出身地を気にしま

2
 



ん。別 も北海道でも気にしません。沖縄と

います、東京などの都会は。私はもし沖縄がもっと自由に

きたらさらに良い場所になると倍じています。

と

ち

るの

う人逹と

一吋1との写真
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し)

平良比嘉 ボ平治

（ペルー）

私は平良 グスタボ と申します。ペルーから参りまし 1'--0

私が沖縄に来るのはこれで二回目です。一回目は 2009年のことでした。その時は、

沖縄市海外子弟研修生として三ヶ月の間で沖縄の文化を学び、自分のルーツを知る事が目

的でした。沖縄市研修生として来たとき私が初めて聞いた言葉はうちな一ぐちで「ようこ

そ」を意味する「めんそーれ」でした。そして、今回 県費留学生として沖縄に着いた時、

「めんそーれ」を待っていました。ですが、聞いた言葉は「めんそーれ」で

はなく普通の日本語の言葉「おかえり」でした。「おかえり」、海外の日系社会でもよく使

われている日本語の言葉の一つである、その聞きなれている言葉に私は何故か感動してし

まいました。その「おかえり」の言葉は私にとって二つの意味がありました。一つは

沖縄に来たことがあるので、それに対しての「おかえり」。二つ目の理由は沖縄がウ

にとっての故郷だからです。このように、私の留学生活は「おかえり」と言う

始まりました。

沖縄での留学生活で私は大切なことをたくさ

三つのポイントを皆さん

一つ目は「コミュニケ

こっ ーこ 日

ストリく；、

も

しま

さ

しまし i-c

ンチン、スペイン、ルクセン

びました。その学んだことの中で、

この

にフ

して、同じように私のクラスの中ではスペイン語を る

も

-4 



も少ないです。ですから、

お互いコミュニケーション

をとるためには日本語が欠

かせない道具だったのです。

私の日本語が上達したのは

クラスメートと沖縄で知り

合った人たちとより仲良く

なりたかったからだと思い

ます。最初は恐る恐る間違

わないように良い日本語で

話すのに努力していました。そして、時間が経つに連れて間違いへの怖さを失くしまし''--0 

私はクラスメートや沖縄で知り合った人たちと話したいから、過ちを恐れていては何も

すことが出来ないと気付いたのです。相手が私とコミュニケーションをとりたいのであれ

ば、どんな間違った日本語でも最後まで聞き理解しようがんばってくれる、そして、私も

同じように相手の話を良く聞き理解するようがんばる。このように、私は「コミュニケー

ションの大切さ」を学ぶ事が出来ました。

二つ目は「勇気」です。留学をすると決めたときも勇気が必要でした。慣れてない環境、

そして、自分の国とは違う文化の中に生きることになるからです。留学をすると決める前

私の中には不安でいつばいでした。その時、私の父がくれた言葉に「勇気」をもらいまし

た。「一生に一度だ。だから勇気だせ。」この言葉のおかげで私は留学をすることにしまし

た。沖縄に着き、琉球大学の授業が始まりました。日本語の授業には驚かされました。私

にとって、ニュースを使って授業するのは新しい経験だったからです。私の耳は日常生活

の日本語は十分理解できるのですが、ニュースで使われている言菓は聞きなれていません

でした。

工学部の勉弥もとても難しかったです。

専門用語が多い教科書を読んで、勉強し

なければいけないからです。このように、

私がいつも「難しい、 しい」 と って

いた時に、 たち ってく た

に 「ヵ革 もらいまし
゜

しい、

しい はたくさんある、でも、 げ

で立ち向かえ。」。こ は私の心の に刻まれ、将来、自分の

ます。新しし 難しし ら逃げずに ち向かう を私

-5 -
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三つ目は「アイデンテイティー」です。皆さんもご存知のように私は日系人です。二つ

を呼んで解ると思いますが、私の体には 10 0パーセント沖縄の血が流れています。

は私は列記としたペルー人です。列記としたペルー人でありながら、ペルー

遠れる時が多いです。それに、私は二歳から八歳まで日本に住んだことが

るので、他の日系人より私の「アイデンテイティー」の問題は大きい物でした。ペルー

いても、日本にいても、私はどちらの国でも外国人扱いされるからです。私はどこにい

るべきなのか解りませんでした。ですが、その「アイデンテイティー」の問題は沖縄に来

ることで解決できたのです。県費留学生としての、この半年で私は沖縄の事をより深く

びました。琉球大学の沖縄事情と言う授業で沖縄の文化と歴史を学び、三線サークルや工

イサー、ぶくぶく茶などで沖縄の伝統芸能を体験する事が出来ました。そして、沖縄の人

との交流も多くなり島人の心の温かさに気付き、私は沖縄の事をもっと好きになりまし I'-O 

をすることで私は沖縄の事をより好きになると同時に、私の出身国であるペルーも

好きになりました。こうして、ペルー文化と沖縄文化、二つの文化を受け入れることが出

まで私の「アイデンテイティー」の問題が消えました。そして、自分が「ウ

日系人」であることに誇りを持つようになりました。その「ウチナー日系人」と言う「

イデンテイティー」を感じることが出来たのは、去年の秋に行われた「第 5回の世界のう

ちん一んちゅ大会」の影響もあると思います。今回 私たち県費留学生は大会に参加する

ました。この大会に参加することは私にとって非常に素睛らしい しIC.O 

何故かと言うと、この大会は私にとって「再会」の意味があったからです。二年前に出会っ

と会うことができ、そして、その絆をより深く刻むことが出来ました。その

と同じぐらい私の心を暖かくしてくれたのは新たな「出会い」でした。他国から来

私と同じ県費留学生との出会い、大会のために全力をつくした沖縄県民の皆さんとも巡

り合うことができて本当に幸せでした。この大会で私は自分の「アイデンテイティー」の

6
 



が

えを知ることが出来ましい。し

し、大会の期間中はその人達の沖皐凰への

ました。故郷である沖縄を愛し、出舅国

ィー」の間題の答えだったの、？ o 

-の三つのポイントの他にも私は

し;-O

、色々

とそ

りを持つ、そ

ことを学びまし

のウチナーンテユ

沖縄で学ん

ンチュ大会で会いましょう！そのflei

の詞りを恐じること

「アイデンティ

をより

い人にさせたと思います。沖縄に心から感謝しています。

人材育成財団、琉球大学の先生方、クラスメートの皆、今まで沖縄で知り合った親戚と

の皆、私は心からあなた逹に感謝しています。本当にありがとうございま

さんにこう言いま

す。「ただいま」。

[I 



私はブラジル人の上原エリカ里美です。平成23年の

しい沖縄へ再び帰って来ました。私自身は自由奔放な

がウチナーンチュでし、-o

リカ 里美（ブラジル）

として、素睛らしくて、

まれたのに、ずっと

自分の家族は沖縄の習慣についてよく知っていて、子供の頃から私にそれをちゃんと

てくれました。例えば、結婚する時や、友達を作る時など、ウチナーンチュの子孫相手

ければならないと教えてくれました。それで、（私自身はブラジルで生まれたけれども、

どうして知らない国の風習を従わなければなりませんか？）といつも

した。

に思っていま

平成 22年に初めて沖縄に来た時に、家族がずっと私にいろいろな気持ちを込めて教え

てくれた理由が、分かるようになりました。その時はとても驚きました。それは本当にす

ごいと思いま

、グ←思い描くようになって来ました。（できるだけ早く日本語が上手になりたい。

沖縄の人にもブラジルに来てもらいたいです。ブラジルと沖縄はお互いに文化の交流をし

ほしいので、お互いに文化をよりよく知った方が良いと思います。）、

（これから、私の次の世代や、そしてまたその次の世代に、このような気持ちが日系ウチ

ナーンチュのプラジル人達にも伝わればいいです。）そんな私の夢が実現できれば良いなと

います。

-8 



なって、 し) ギ
6

↓ヽ

を再び導入したことを知って、

通るのはあまり

弓ノ

にと自信を持って努力し、試験に

じられませんでした。（ああ！ ！私の夢

きまし、 '--0

る

を始

ましたが、私の

とのでき、一 V ―’I土+-‘‘

！ ！）と思いまし I'-O 

は自分でウチナーンナユになっ してい

おかげで大好きな沖縄に帰って来ること

したが、とても良かったと思いま 9 0 

ナーンチュ大会に参加できたという特権がありまし I'-O 

こんなすごい集会に参加し、良し

よう

らなりまし

私、父、ブラジル と

，
 



パレードの準備 ブラジルの親戚と沖縄の親戚

この留学をとおして、琉球大学で日 勉強しました。文法を勉強したり、聞き取り

けたり、それに加え、習字も学びました。漢字の学習は初めてしまし

が、とても難しかったです。初めは苦労したけれども、必死頑張りまし

日本語に興味がある世界各国からの外国人と出会いました。そのような外国人に出

うと全然思わなかったので、びっくりしました。

それに、スピーチ大会に初出場し、とても緊張しましたが、親戚、友達、先生が応援し

来てくれて良かったです。また、テレビにも出てしまいました。本当にこのとても

られないものとなりまし I'-O 

琉球大学には多くのサークルあるのに、偶然にブラジルの格闘技であるカポエイラ

クルに通い始めました。自分の国の文化ですが、ブラジルから来て、初めて日本のカポエ

イラを見て大変感動しました。この出来事は、自分自身の実際の生活環境について視野が

広げてくれるので、前よりもっと興味が湧いてきます。

さらに、沖縄県国際交流人材育成財団は多くの体験をさせてくださいました。

JICAフェスティバルの参加者として、ブラジルの国を紹介する機会に恵まれた事に満足し

ています。森のにぎわいを見物し、感動した事は運が良かったです。

他には、石垣島と竹富島に研修しに行く機会がありました。観光地を回っただけではな

く、それ以外のところでも勉強になりました。担当の山城さんが楽しくしてくれて、た＜

さん面白い重要事項を教えてくれたので、大変感謝しておりま

カポエイラサークル

10 



琉大祭、沖国祭、 の様々な大学の 見に行きました。そ はブラジ

ルで出会ったことがなく、とても らしかった

とはい 、私の日本語の能力は少し低いの 、 と も けたかった

の授業への参加は されま んでし
゜

こと もっと

しく知り かった

ですから、自分自身で興味深いと 勉強しまし 。例 且ぶ‘、

御嶽、園比屋武御嶽石門、 に されている所を る

、先祖の歴史を理解できるようになりました。

それに、沖縄の伝統的な所を見て歩くだけでも、先祖の良い感情を思い起こさせます。

- 11 -



、沖縄は戦争の期間にかなり荒廃したのにウチナーンチュはそれを克服できました

踊りや音楽があったから沖縄人は強くなったと思います。たとえば、三線を弾く

は少しでも、悪い事を忘れられるようになったと思いま

も、その気持ちが続いています。また伝えられるようになっています。私は、悲し

い時、三線の音を聞くと、いつもすぐ気分がよくなります。今回沖縄へ来て、今までに好

きなウチナー民謡をずっと聞いていたのが、少しでも理解できるようになり、歌詞の理解

が深まりました。

私はウチナーンチュの子孫なので、

自分の古里の沖縄にとても興味を持たなけ

ればならないと思いま 7 O 

にとても良かったです。

の約束など自分一人でし

-とになったので、とてもいし

と思いま

半年間沖縄で留学している間、・自分を知れるようになったのはすごいと思いま

けられまし

成長になること

自分で沖縄

クリスマスとお正月という私にとって

が、親戚と友達のおかげで、全然悲しく

せたこと

な時期に、初めて

したの

と離れる事が嫌でし

＜
 

つ

かったです。皆とすごく楽しくいい時期

に感謝しています。

っ-‘
し

- 12 



肝心なことは、日本語の勉強だけではなく、沖縄にいる

ことだと思います。親戚の強い絆になり、それがいし

そして、絶対にその県費留学は忘れられないものになりま

まず、石原ファミリーについては、いつも私のこと

くれたり、見学や遊びに運れていってくれたりと、何でも

架

つ又く

となる

なって行きま，。

日

マサヨシと Tiaのり子）と心からありがたいと思いま

を教えてくれ、感謝の気持ちが言葉では言い表せない

い愛情の絆で結ばれていると感じています。

留学生活中の私の夢は大きすぎたので、これから帰国して、ブラジルと

いつも支えてく

したいと思っています。それでも、もっと沖縄の

す。ブラジルと沖縄の文化交流がもっと盛んになって欲しいと思う

ると思います。

はこの経験を

間題

。(Titio

こと

関係を

しいと思いま

あと少し

し)

忘れられる事ができないです。

マサヨシ叔父．のり

-13 



ヽ

リーナ（ブラジル）

に来るのは幼いころからの夢だったので、こんなに早く実現できて、今でもま

を見ているように感じま

まず、空港に到着した時、私を迎えに来てくれたのは財団の方だけではなく、私が一度

も顔を見たことのなかった親戚と琉球國祭り太鼓のメンバーでした。来る前に連絡を取っ

ていなかったのに、予想外にもたくさんの方々が出迎えてくれ、すごく嬉しかったです。

その日から沖縄での忙しくて が始まりました。 10月には世界のウ ーン

ユ人芸VJ7こめ、週に4回ほど太鼓の練習に行き、海外からのメンバーとたくさん交流しま

した。ブラジル、アルゼンチン、ボリビア、ペルー、アメリカとメキシコの祭り太鼓のメ

ンバーと一緒に開会式にも出ました。世界中のウチナーンチュの前で、世界各国の祭り太

鼓のメンバーと一緒に踊るのは本当に素晴らしい経験になりました。閉会式のときには観

として参加しましたが、グランドフィナーレのライブでは他の県費留学生や祭り太鼓の

メンバーと友達と一緒に歌って踊りました。それは今でもとても大切な思い出です。

私は大会を通して、沖縄はこんなに小さな島なのに、世界中にウチナーンチュの輪が広

がっ いること しました キ江 れだけ はなく、 にいるウ ナーンナユ

自分のル ツを イ ンティ ィと し、こうし てくるの

に らしいと思いまし 。私
勺

し ＼-. こl 、ウ ナーン ュとしヽ

てのアイ イ イ り うこと きまし I'-O 

14 -



ーンチュ大会にて琉球國祭り太鼓のメ

ウ ユ人芸も終わったある日、初めて親戚の

祖父母が沖縄に来た時の話を聞いたり、

りしたりしました c 美ら海水族館や今帰仁城跡

のに、みんながいつもとても

もすごくかわいくて、 ドライ

けてくれました。ブラジルにいる私の小さないとこと全く同じことをす

とても嬉しかったです。それまでたいていの子供は恥ずかしがり

無邪気なそ

いる

こで自分の曾

作ってもらっ

っていただきま

くれまし I'-O 

いる母のいとこも私と会う

して、たくさん話をすることができまし

ま くれまし、 ~o

15 



そしてお正月は今帰仁で貴重な時間を親戚と過ごすことが出来ました。初めて家族と離

れて過ごすお正月だったので、きっと寂しくなるはずだと思っていましたが、逆にとても

楽しく新年を迎えました。親戚がいて本当によかったと心から実感しまし I'-O 

琉球國祭り太鼓で色々なイベントに出ましたが、一番印象に残っているのは3つあります。

1つ目は去年の12月に行われた「HYSKY FES（エイチリイ スカイ7ェス）」です。そこでは沖縄出

身のバンドHYさんと一緒に「時を超え」を踊りました。

2つ目は大晦日と初日の出のイベントです。 2011年に最後にやったことはエイサ 、、

2012年に最初にやったこともエイサーです。ブラジ［レではいつも家族や親戚と過ごしてい

ますが、沖縄で祭り太鼓の皆さんと一緒に過ごしたことは、とても変わった面白い経験で

した。

初日の出

1月 さ

゜
の出油が終わった後、

り、 そう している

「杜の賑わい・沖縄」です。 2日間で4回も出演がありまし

りの時にたくさんの感謝や称賛の言葉をいただい

さんを見て、心が達成感と嬉しさでいっぱいになりまし

16 



琉球大学では、日本語IV(A,B,C) の授業で、世界と沖縄のニュース、丁寧や普通態の

会話、漠字やさまざまな表現を学びました。私はビジネス日本語という講義も受けました。

ブラジルで勉強したことがなかった敬語やビジネスマナーが勉強できて、将来役立つ知識

を得ることができました。また、その授業ではみんなの前で時事間題について発表しなけ

ればならかったので、インターネットで日本語を使って検索して、みんなが分かるような

簡単な説明を習った敬語を用いてしました。最初は日本語で発表するのはとても不安でし

たが、このような練習のおかげで、少し自信がもてるようになったと思います。

日本事情と沖縄事情という講義も受けました。日本の習慣や、沖縄の歴史と文化を色々

学びました。来る前に日本について少しは知っていると思いましたが、講義を受けてから、

案外知らないことが多いことに気づきました。また沖縄についての知識は本当に知らない

ことばかりで、少し恥ずかしくなりました。沖縄事情の授業は教室の外に出て、実際に色々

と見学することが多く、首里城や浦添

城跡に行きました。組踊も 2回見るこ

とができました。授業で学んだことを

実際に見れて、より勉強になりました。

この沖縄事情の講義はとても得るもの

が大きかったと実感しています。

また学内のサークルに所属し、そこ

で初めて三線を習いました。ブラジル

でも自分で弾いてみたことがあるので

すが、そのときとても難しく挫折した

ので、今回も曲を弾けるようになるま

でに長い時間かかると思っていました。

でも意外にとても簡単でした。サーク

ルのみんなと一緒に琉球大学スピーチ

大会の余興で「安里屋ユンタ」と「涙

そうそう」を弾いて、とても楽しかっ

たです。

ここでできた友達は県費留学生と

り太鼓の先輩だけではなく、市町村の

研修生たちや日本人の学生とも仲良く

できました。よくみんなと見学や遊び

に行きました。見学に行ったところは、

オリオンビール工場、泡盛工場、沖縄

琉球大学での日本語のクラス

三線サークル

- 17 



ワールド、 平和記

ったところは、那

ップルパーク、

りなどです。クリスマスもみんなと一

ごして、家族や親戚とは

＜
 

んでし

は留学生のため V-、

り手伝ったりする日 ュー

ター）がいますが、私のチューターはただそ

ういうことだけをする人ではありませんでし

た。チューターはすごく親しい友達になっ

ことをしょっちゅう説明してくれ

ました。その点、私は本当に恵まれたと思い

ま

に

ること

ユ士己-し (-o

ピー

と

りませんでし

いまし

と

と

またブラジル

きて

月には

とても

ルについて知ら

と

イバルに参加

をし

ことだと思っ

はブラ

くさんある-

このことは自分の国の歴

、 とてもいし

してくれた／J ヽ

る方とたくさ

になりました。

ることがで

と

日、

ごく嬉しかった

がいたから、安心できてス

をすることができました。

そして最後に私がすごく

と

しましたの二つ

しかったの

みん

りしまし

も5日

と

けたこと

けでし

チューターと（右）

と一緒に

って来まし f-o

の万の話を間いたり、平和学習も

くさん思い出を作ってたくさん勉

18 



ることができました。

今回の がら ありまし この短い 1 

き と思いま 沖縄で勉強し こと、 したこと フ一ン、、 つ 、日系人 ら

くの人々に いと思いま そし いつか必ず沖縄に てきたい

素睛らしい留学の機会を与えてくれた、沖縄県庁、沖縄県国際交流・ 沖

心から感謝しております。また、この してく

球大学の先生方と留学生、琉球国祭り太鼓の海外支部と沖縄のメンバー、 友人たフヽ

にありがとうございまし I'-O 

皆さんま >ましょう！

-19 



力"フ

稲福 ェ） ド リ

（アルゼンチン）

私は沖縄を訪ねるのは初めてではありません。

2004年に北中城村研修生として来日し沖縄の美しさを発見する事ができました。こ

の期間で、沖縄の文化について多くのことを学びましたが、もっと測り知れない重要なこ

とがありました。それは私のルーツを見つけて、沖縄の本当のチムグクルを理解したこと

でした。

それ以来、アルゼンチンにある琉球サプカイ三線のグループに参加して、だんだん少し

も琉球民謡が引けるようになりました。またアルゼンチンの沖縄コミュニティー

によく参加していて、琉球古典音楽に興味があり 2009年から野村流音楽協会に入って

し始しめまし 9-o

アルゼンチンではもう社会人なので、働きながら古典音楽の勉強も一生懸命に頑張っ

きました。この間に琉球古典音楽が本当に重要なこ、とだと分かるようになりました。この

技術を広げ続けていく必要を理解しました。琉球古典音楽がなかったら琉球舞踊もありま

ん。それで琉球芸能がなかったら、祖先の文化遺産はだんだんなくなっていくかもし

ません。これは極めて辛い事だと思います。

現在、アルゼンチンでは琉球芸能に参加しているほとんどの方々がお年寄りです。

い間、新しい世代と交流することがありませんでした。この大変な状況を考えると、

私は本場沖縄で琉球古典音楽の学習を続けることに大きな希望を持っていて沖縄県立芸術

大学で勉強するために県費留学を受けることにしまし、....o

20 



私は とし とても嬉しく大きな 感じていま 自

よって、祖父母の世代と次の世代にとっての架け橋になること
゜

また、この架け橋は色々な世代間だけではなく、私の国

ことだと思っていま

この願望があって去年の 9月28日沖縄へ来まし、'-0 

沖縄へ来て以来、ずっと沖縄県立芸術大学で勉弥をしていました。芸大では勉強していた

は私しかいなかったので少し寂しかったです。しかし、勉強はとても面白く

興味が持てたので嬉しく思いました。

大学では三線の勉強だけではなく笛や胡

出ていました。その中 と

も学んでいました。さらに、

の知識も広がりました。私の日

力はまだ中級なので両方の授業は難しく思っていました

ら琉球歴史と琉球芸能史に興味があったけれども、こ

。 、，から、自分で調べ始めて

ターネットで調べたりしました。そして、詞章研究のために歌の歌詞の意味をもっと

ることができました。それだけではなくて、先生が人生の教えも与えてくれて

した。それから毎週4回も専攻以外の日本語を勉強していまし I'-O 

ンチンと

りまし 1-o

間にも必

る前か

になるようにたくさ てくれまし

なイベントに参加することができました。

I 0月に行っている

ませんでしたが裏の準備を手伝って皆と仲良くなりました。そして、

て感動しました。それから、 l l月に沖縄地域にいる

ヽ7
 

中
6 は琉球

合い

らしい発表を見

いさつ

して、他の同じ芸大留学生と一緒に三線、ギター、芝届でコラボレーションをしまし le..O 

な国の大学の留学生と交流をすることができてよかっ

て

ロもリハーサルも初めて

に過ごすことができ

でした。そのために練習がいっぱいあっ

りましたからちょっと大変でした。しかし、この

らしかったですc 学生みん

21 



ができましたからいい思い出になりまし、-O

また、 2月に初めておきな

でした。私 いる 中

に出ました。その時三線ではなく太鼓の舞

しいと思いますので一所懸命頑張りま

した。夢のような、少し緊張したけれど人生では忘れられない経験になりました。

また、学期の終了前に様々な試験があったので試験の準備でずいぶん頑張りまし

つ又も歌碑巡りがあり私が好きなおじいちゃんの故郷で歌碑を調べてクラス

メートとこの情報を分け合いました。そして、皆で調べた歌碑を見学で見に行きました。

な勉強になりましたが歌詞を調べて歌に書かれた場所へ行くことで琉球古典音楽に

対する理解を深めました。皆楽しそうに、 強をしていましたからよかったです。

沖縄の美しい所を色々見に行きました。その上に、沖縄の歴史関係がある所もいろいろ

訪ねました。この中で何回行っても一番印象に残ったのは糸満市にある平和記念公園です。

沖縄戦は恐ろしく辛い期間でした。私達は経験したことがありませんでしたからイメージ

きませんが戦争の事を忘れずに沖縄伝統的な文化によって平和を広げたいと思いま

ウ

では親戚、

を助けてくれてとても

ィ

しかっ し

この

もちろ

クルに

同じ

そして、 め

クラスメートは

しています。皆さんのおかげでちゃんと勉強ができ

るのをすごく

く同じ

り、

と

し；〕

を過ごしたのはと

しいと思いまし i-O
↓
,
6
 

99~ 

し

し、 -O

もいま

しかっ

り・<]
C
-
]
 



きなわ

は速すぎましたが沖縄の つし)

と

もっと分かるように

から話に聞いていた沖縄には、やっばり聞いてい

いました。ゆいまーる、命どう宝、イチャリバナヨー

意味が分かってきてアルゼンチンのウチナ

沖縄で 6か月に暮らしてたくさんの人に出会えまし

出会って時々この若者が沖縄に興味がなくて、

全然知らなくて自分は悲しくなりました。

を発見する機会があってとても大事なこと

ら海外に来る留学生に対しても特別な思い

世界中の沖縄文化が生きている場所の間で、

りました。私が小さい頃

のチムグクルに溢れ

ンクルナイサなど本当の

いと思いま 7 0 

。それで、ウチ

コミュニティー

ン

じように私に

をし

を守って広げていく

らしさ

、レ
J

いをしたい

り

をしてく ヽ

ティオとそら

の皆様、

アルゼン 去｝

の コーデイネーター、

心から感謝しておりま

-23 



は先生になれるかわかりませんが頑張りたいと思っています。琉球芸能・沖縄文化

によって沖縄で学んだことを生かして、アルゼンチンでは沖縄大使になって働いていきた

いと思っていま

私の国で沖縄が生き続けるために。

ィッペーニフェーデービル。
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e
 

ヽ

し

I [ 

（アルゼンチン）

この半年、沖縄でたくさんの素晴らしい経験を のが難しいです。 は私の

初海外旅行であり、絶対いつか来たかった場所でした。

それは日系人として、私のルーツや沖縄文化を深く知りたかったから

語の勉強をしたかったので、この留学はのがすことができなし

同じ県費留学生のきよしとビクト

リアと初めて

また、 日本

上に

す。先生方はいつも

えてくれて、 とてもいい

しました。ま I'-、

の交流センターで、他の留

と出会うことができました。毎日みんなと

た。交流センターで出会った友達や同級生と大学以外で良く

はとても楽しかったです。日本語をあまり話せなかった

どんどん話せるようになりました。

沖縄国際大学の日本語スピーチコンテストに参加して、同級生ともっと深い関係が

だりしましたので、日

かげ

ました。自分が言いたいことをみんなに伝えることができ、また他の留学生のスピー

間かれる、楽しい機会でした。私はスピーチ大会で感動させたウチナーンチュ大会を主な

ーマにして、話しました。

ウチナーンチュ大会は思ってし

親戚や友達と共に、パレードで大勢のあた

けたり、三線と伴った伝統的な踊りを楽

自分の目で見ることができて、

ウチナーンナユ

ンチュ の 芸｝

感動的なイベントでし，-°

沖縄の文化に興味があったので、この

クル

という

きよしとビクトリアと

エイサーサークル
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入りました。エイサーのメンバーはとても優しくて、すぐに私達を盛んな歓迎してくれ

て、いつも親切にエイサ

るようになりまし I-.O 

てくれました。 は楽しくて、メンバーと仲良く

ルゼンチンで「琉球サプカイ」と言う三線サークルに入って、 2年間やっていまし、'-0 

、私が沖縄と沖縄文化に興味があるようになった絆であり、沖縄で三線の練習を

きたかったです。いろん クルに参加して、とても面白し しi-O

また、 かげでうちな一ぐちに興味をもつようになりまし i-O

ゃんが使う方言だけでなく、うちな一ぐちは沖縄の大切なものであ

ると思いま

、先生

くさないように、私もうちな一ぐちを勉強し始めました。

ンタの歌詞の意味を説明してくれました。その時から、

タをもっと感じて歌えるようになりまし I'-O 

沖縄に来て、初めて沖縄にいる親戚と出会うこと

り、お正月も一緒に過ごしたり、とて

ンチン

この留学で、日

もっと 日

ごして、私がウチ

したら、沖縄で学んだことを

ーンナユ

ンチン

きまし (-3

レ田し
-”八二t

ン

しをし

。しかし、

ま

ら、

文化



をアルゼンチンでもずっと続くよう

く、あっと

とし

りたいと思いま

ができまし、-.0 

ったけど、

ることになって、こ

こっ いま

立まし

-27 -



-^りし

トリア

（アルゼンチン）

この六ヶ月が終わるのが信じられません。またアルゼンチンに戻る時期が来まし I'-O 

い時間だったけどたくさん学んだのでこの六ヶ月間が長く感じま

沖縄に来る前に、「どうして日本語を勉強する」と聞かれた時いつも「私の祖父母は日本人

ですから興味があります」と答えました。来る前に沖縄について少ししか分かりませんで

したので沖縄は日本と違うということを知りませんでした。しかし次からそんな質問を

かれたら、私の祖先は日本人ですけど実は沖縄人と説明しま

沖縄の文化や歴史についてどん

と好きになりました。この

って行って、沖縄がもっ

に特別です。こちらでた＜

さん習いました。最初にじこしょうかいしかできなかったし、

少ししか話せなかった。でも、優しい友達たちと先生たちの

かげで上達していきました。沖縄国際大学のスピーチコンテス

ト本当の挑戦でした。難しかったけれども参加したこと

に感じた。この奨学金が日本語と沖縄の文化を習うことだけで

く私の家族と自分のこどもたくさん習いました。今、おじ

いさん、おばあさん 経験したこと、人生、そしてアルゼンチンに旅行を決めた理由が分

ると思います。それと、知らなかった親戚と長い間で見えなかった親戚と再会できるナヤ

ンスももらいました。それが非常に満足でした。

日本にいて私の国のことをシェアできました。私の日

本人の友達といろんな文化の違いとか、習慣とか、場所

の話がとても楽しいです。 JICAフェスティバルを経験

して人達の質問を答えたことがとてもいいと思いま

沖縄国際大学と琉球大学でいろんなサークルに行きま

した。これは沖縄文化について習って触れ合うことがで

きたと思います。私達はエイサー、三線とうちな一ぐ

のサークルに参加しまし f'-O 

うちな一ぐちを守るのがとても大切だと思いま 7 0 

ンチンではうちな一ぐち

ので、難しいけどうちな一ぐ

りません

します。とても難しいけど、やっ

28 



と一曲がひけ

エイヤー しかった

沖縄のライフスタイルと

しI'-O 

フォーマンスしまし

も知ることが大切だと思いま

と思います、イチャリバチョウーデーの意味を分から

おかげでいつでも沖縄に戻れる気がします。遠くにいても日 を

うように努力しました。最後に

はとてもよかったです。私はとてもう

味あります。そんなエイサーはアルゼンチンでは見られま

サーグループがアルゼンチンで典型的な曲をパフォーマンスしたらいいと思いま

う上にたくさんの友達がサークルでできました。もっと

り

エイ

きるしこの島と

関係があるきがします。

に沖縄国際大学にいけて良かったと思います。先生、同級生と友達とのいろん

い出が．できました。みんなとても親切でいつも手伝ってくれました。大学といろんなイベ

ントに参加したし、いろんな場所を見学しました。こんな小さいな島にこんなにたくさん

の場所があるのが倍じられません。私達だけでいろんな場所に行きました。

はとても璽要な経験でした。
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ウチナンチュー大会はとても特別な時期でした。いろんなイベントに参加できたしいろ

んな国から沖縄に戻る人がいて、とても楽しかった

こんな短い時間にこんなにたくさんのいい経験が重なるのが信じられません。ほかの留

きると思うけどこの留学とは比べませんと思います。この島はおじいさんとおばあさ

んの島です、だから私は沖縄との関係は特別です。本当に沖縄に留学生として来るのが感

謝しています。短い間とか、休日で来ていた場合はウチナンチュー気持ちがわかることが

できなかったと思います。私はラッキーだとおもいます。ですからアルゼンチンに帰って

から私の経験を若い人達と共有して自分のルーツを探すようにしたいのです。

この半年間、私の人生に様々な変化がおこりました。今はアルゼンチン人だけではなく、

ウチナンチューでもあることが分かりました。これからも日本語の勉強を続け、この研修

知識と経験を故郷の人達に伝えたいです。そうしたら少しだけでも沖縄の文化に興

味をわかすことができれば、それがきっかけでより沖縄のことを知りたいようになるでしょ

う。沖縄では色んな大切なものを手に入れることが出来ました、その大切なものとはこの

半年間での経験と知識、そして何よりもここで知り合った人々達。この大切なものはいつ

までも私の心の中に刻まれていくでしょう。皆さんこの 6 ヶ月、大変お世話になりまし、~o

こころの底から感謝いたします。
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し〕

祖先の地元、沖縄での県費留学がもう

ぐ終わるかと思うと、それを｛言じることが

できません。私はペルーから参りまし、-‘

サラサルキヨシです。自分の祖父母はウ

ナーンチュですが、私の場合はペルー

つTこ、日系 3世です。

に、沖縄に一度も来た事がなかったの、、

分からない事が沢山ありました。

んな所か、人々は優しいか、文化はどのよ

うに違うのかを知りたいという気持ちがあ

りました。リマから沖縄まで飛行機で 30時間かかっ しまし

。伯父に初めて会った時に早速意気投合し、私のアパートまで連れて行ってもらいなが

ら色々なことについて話しをすることが出来ました。その夜私は「今の自分の日

で大丈夫！」と思いましたが、初めてスーパーで日用品を買いに行った時に日本語を全く

理解できなかったので、日本語のレベルをもっとあげる事が必要だということに気が付き

まし，'-0 

最初の日々は私の日本語の能力は低かっ

ので、沖縄の人達とコミュニケーションがう

まく取れなかったのですが、それに比べ私以

外の県費留学生の皆は、日平語か粕憫上手たっ

たので、少し羨ましいと感じていま

皆の高い能力に追いつけるように、日

の勉強をもっと頑張ることにしまし f-o

日本語だけではなく、

、さらにクラスメートや他の

して ついて んだん分かっ きま

＜ 、日

初め まり

たし、先生が何と

たいよ！」と まし 。）し し、 つれて日 と

か

っ

そ

いつも

っ
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るようになって、

しくなっていきまし

留学生や

びに行って仲良くなり、ウ

も出来ました。沖縄の

白い話を聞いて、自

ヽつへるようになりまし('-0 

また、私のアイ

ので、

しました。 ま 7 9今ヽ

「りゅうきゅうかじま

クルに入りました。初め

も驚きました。

こいいと思ったので、いつ

になりたいと

にしまし

のサークルに入りまし 1,__。

弾けるので、

ろうと思っていました。し

ので、

サークルに入る前、

だと分かったので、大切

がないため、だん

なければならないと

さらに、

しかすぎま

と

かっ

る

::,、三線の楽譜は漠字だ つ

ウチナーグチサークルにも入りまし('-0 

と思っていましたが、ウチテー

いました。現在、沖縄の若者はウチナー

いると聞いて、沖縄の方言を広めるため とかし

ークルを作りました。最初のメンバーはたったの 3人

てきて、サ

後の練習に

クルに入ってから 5

ヶ月後にやっと、

-3 2 -



と一緒に桜祭りでエイサーをすることが出

ました。締め太鼓を叩く度に、私の中

を感じました。そして私のウチナー

ンチュの心を見つけました。ま、....‘

の日本語スピーチ大会で初めて三線の

することが出来ました。安里屋ユンタと涙そ

うそうをゆっくり引きながら、自然に口から

歌詞が出てきました。私のウチナーンチュの

声も見つけました。沖縄に来る前と比べると、

この短い期間で私の意識はずいぶん変わりま

した。祖先がウチナーで生まれたおかげで、

私
t*O 

を け継ぐことが出来たので、し

とても り 持っ いま

私は じ と くなれてと も

かっ です。 過ごし 日 絶対に

忘れることが出来ません。勉強、観光、第 5

回の世界のウチナーンチュ大会、カラオケ、

のアパートでの飲み会、

。心しい時も悲しい時も、いつも

いて、この県費留学の終わりまで、皆さんと

笑顔で過ごすことが出来ました。沖縄で出会っ

の仲間達を見ると、

ど

私 に来ることが出来てとても

33 



かったと感じます。皆さんとは自分の国へ帰国しても、いつでも連絡を取ることが出来る

ので、もし誰か苦しい時を過ごしていれば、お互い励まし合おうと思いま

この半年はすごく早く経過しました。ペルーに戻っても日本語の勉強、沖

との関係、そして沖縄で出会った友達と交流し親睦を続け、沖縄の魔法を伝えられるよ

うに頑張りたいと思いま この沖縄に来るチャンスを与えてくださった方々に、心から

ィッペーニフェーデービル。

-34 



し

セバスティアン（ ンチン）

私は輝也セバスティアンと申します。沖縄系 3世でアルゼンチン共和国のメンドーサと

う町から参りました。名桜大学で勉強していま

子供のころから祖父母に会う機会が少ないし、メンドーサに日系人があんまりいないし

自分の家族の中でも沖縄の伝統や習慣はあまり伝えられませんけど、

ど私のルーツが気になったから自分で日本語の勉強を始めることに決めました。そして沖

縄についてもっと知りたくなり、日本語の先生からこの県費留学のことを知り、

を通して沖縄に来ることができました。

いた時にびっくりしました。なぜなら、

ーチヘ行ったことなくて、ここで生まれて初

人だと思います。自分の場合は外国へ旅行したり

変難しいだと思っていたけどみんなが手伝って

ったけどすごく優しくして、手伝ってくれたの

くて、沖縄に会った人はみんな素睛らしいと思いま

て、みんなから毎日新しいことを習いまし''-0 

35 

し にきれいな も るし は

も Jいの

で大

し 。例え

しています。でも

先生方々や生徒たち なっ

限らず、勉強でも も



日が授業だと感じるようになりました。

は一年間ですけど今回は半年になりました。最初は残念だと思っ

にラッキーだと思います。なぜなら、第 5回世界のウチナーン

に参加することができたからです。

れのおかげで沖縄の知識を増やしました。特に歴史に興味があり博物館に行ったり、

世界中のウチナーンチュと知合いになったり、いろんな話を聞いたりすることで沖縄の強

さを知りました。戦争の辛さを越えもう二度と繰り返さないように次世代の人々に伝わっ

て一生懸命頑張り回復する沖縄がわかって、自分のルーツやアイデンティティを確かめる

ことができました。

ある日 「セバス イ ン とって沖縄を る は何ですか？」つて

し) ら「 ろう？」つてめちゃ迷っ いました。し lL-e;. 7 ＜ かっ きまし

し らそれ ノゞ

リョー」つ l ヽ らそ も じい や l 嗜 こゞ

でし ふJ (．? /ノ‘ 士ふ h ノ 日 じゃ ＜ いっ ん に の

ウ ーン/ ュと ＜ るそッ wr dl o 
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自分の場合はアルゼンチン出身で、もちろんいつも私の母国だけどこ

らしい人に会って、一緒に時間を過ごしたり笑ったり泣いたりして、

がっていると気付いてもうウチナーンチュとして生まれ変わったと感じま

に来たおかげなので手伝った人にありがたい気持ちでいっぱいです。メンドー

学校の方々、ブエノスアイレスの沖縄県人会の方々と沖縄で

材育成財団の方々、特に私たちの担当者山城太一さん、この半年は大変お世話になりまし

。そしておじいちゃんとお

しています。

中
6
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んなそして沖縄ありがとうございました、イッペニフェーデービル、 MUCHASGRA 

また帰るからその日までアルゼンチンより心から応援します！

38 



＜
 

し)

「僕はあまり大きなことは言いたくない。でもあえて言わせていただ<

生なのだ。」これは村上春樹の短編小説「カンガルー日和」に出てくる

ンスである。私もあまり大きなことは言いたくない。でもあえて

私を含めて県費留学生のみんなは沖縄で過ごした数ヶ月の生活を通し

ら、それが人

きなセンテ

ら、

社会観、世界観の

費留学生のみん

時がいつも

た時、 ま

は大きな影響を受けて成長したのであろう。数ケ

とって人生の宝物だといっても過言ではないだろう。

くべきスピードで過ぎ去っていくことがちゃんとわかっ

ウントダウンをすぐ

ことが起きた。楽しいこと、つらいこと、

意外な展開が次から次へと起きた。「そ

ところで、短かったが、すごく楽しく過ごし

告しようと思う。

。この四ヶ月半ぐらいの

-と。いろいろな人と

ら、沖縄に来

いろいろ

った。

一勉学

文学に っているので、文学を中

カ月半である。

は県

ら

「日本近現代文学講読」、「日本文学概論」、「日

読」がある。比較の視野から日本人がどのよう

深くて「中

城先生が担当さ

受けた。日

、「日

を受容する

を受けた。それ以外、「日

「琉球文化」の講義も聞きに

る講義は

、「琉球文学講

ということが興味

も受け i-o として、大

ていた。

「日本近現代文学講読」という講義は受講生の発表をもとに議論するという形で行なわ

れた。前半は原爆文学、沖縄文学、占領文学の短編小説の代表作が取り上げられた。講義

で沖縄文学の代表作である目取真俊の「水滴」や占領文学の代表作である大江健三郎の

「人間の羊」などの作品が読まれた。目取真俊は沖縄県出身で琉球大学の卒業生である。

「水滴」は き った つ こと し ヽ c r 

みがえっ きたこと くて し る状
゜

況が露呈される。つまり、戦後に られる る程度潤色さ も いと

いうこと が指摘している。「人間の

である。日 ン おろしてお尻 叩き ら ち、 ち、パンパン」を歌

う -さ 日 ることを勧め

いる。 メリカ よる さ る 日 じ
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られる。後半

入ってから、大江氏

江氏の家族と友人

今回のモデルは成9-―

分の中に潜んでいる

の民主主義である。

おける「コギー」

「日本文学概論」

」、「病」という

き下ろし 『水死』が取り上げら

という

き続けてきた。『水死』

つに父と大江氏自身である。

追究した。つまり、

13章につい

る自゚

しI'-0 

き上げた。

「他者化」問題をめぐって構成される。「沖縄」、

「琉球諸島風物詩集」、広津和郎の「さまよへる

北条民雄「いのちの初夜」

い川』と「病」の間題に関わる

して「琉球女の生存状況」と

「日本文学史」

節、琵琶法師、言文一致の小説

が紹介された。「日

社会進出」、村上春樹の「か

だ。各作品の趣

、『銘苅子』という

変体仮名及びくずし

、漢字に変えたり

、山之口膜の「会話」、川端康成の

まれた。部落差別問題を検討した映画

『カッコーの巣の上で』を見た。学期末にレ

目線と他者目線」を提出した。

和歌文学、説話文学、御伽の文学、

において重要な文学ジャンルの

目漱石の「文鳥」、

救う」、太宰治の「令嬢ア

されていた。

した。

は受講生が変体仮名及びく

ヽ

な

トと

゜

してい I-O

評価するのはとても

も相違点もある。自

ら近現代まで、実際の作品

も紹介された。日

のである。その中、日

理解するには非常にいい

ら

う。

「日

かけや、所有、

連語の構造的なタイ

、慣用句と連語の関係

り 。具体的には、物、人、 対する らき

きなどに分けて、連語論的なむすびつき

と相互移行、単語のカテゴリカル意味と

されていた。

「琉球文化」の講義では沖縄各地の祭りが画像を見せながら紹介された。祭りの由

神さまのすまい、祭りの日及び期間、祭りをつかさどる人、祭りの食と衣、祭りの

りのしくみ、内容が詳しく
゜
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あっという間に過ぎてしまう四ヶ月半であるが、振り返ってみると、

ばるから石垣島まであらゆる地域を回った。数百枚の写真とビデオ

なのはやん

び見ると、すべて

が昨日起きたばかりのような気がする。ここでは三箇所を代表として感想を書こうと思う。

去年12月4日に中国、ボリビア、ブラジルから来た研修生と日本人友達と一緒に

ヘ見学に行った。沖縄に来る前、予習として「テンペスト」というドラマを心ヽ'-0 

の姿がよく 「テンペスト」に出てくる。しかし、実物の首里城の前に来たら、やはりその

立派さと親しみに感動した。日本本土の古いお城にあまり見えない真っ赤な色は

はたくさん使われている。中国文化の受容は色で明らかになる。中に入ったら、 山世土」

という看板が飾られている。大変親近感を感じたのは「中山世土」の左側に

年秋八月」と書いてあるのである。「康煕」という人物は中国の清の時代の皇帝である。琉

球王国時代の沖縄と清の時代の中国との絆がこんなに近い距離で見られるのは思わなかっ

た。

その後、私たちは糸満市にある平和祈念資料館へ見学に行った。入り口に入ったら、

側の地上のガラスを通して大きな不発弾が目に入った。平和な時代に生まずし官つ

に戦争との距離が縮んだ気がした。不意にほぼ鉗日寮の上の空を飛んでいく

闘機を思い出した。いつになったら戦争はやっと完全になくなるのかなぁ。

今年3月4日から6日まで県費留学生全員は石垣島へ研修に行った。 4日の午前、

いたら、すぐにビーチクリーンを始めた。いつも沖縄の海のきれいさに感動した私はそ

のごみだらけの場面に驚いた。空き缶、空き瓶、電球などさまざまなごみが目の前のビー

チに集められていた。たくさんの人が分別作業をやっていた。私たちもさっそくクリーン

作業と分別作業を始めた。そういうごみは石垣島の人々が捨てたわけではなく、遠い所か

ら流れてきたそうである。世界はこのようにごみを通じて繋がっている。したがって、地

球を守るにはせめてごみを勝手に捨てないことから始めようと人々に呼びかけたい。

三友達

沖縄に来て意外なのはたくさんの人と友達になった。全然関わりのないと思った人々と

大親友になった。その経緯は言業で説明するより写真のほうがもっと説得力があると思う

ので、以下の「仲良し」シリーズと「世界遺産」シリーズをご覧ください。

今困っているのば帰りたくない。帰ってもまたいつか来るよ！ 皆さん、待っててね！

最後にこういう「困った」チャンスを提供してくださった沖縄県に心から感謝している。
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